
成績の管理と“成績評価”の作業について 

1. 成績管理の概要 

次のような機能があります。 

 
 

 

定期考査を含めて、各学期とも 20 回の成績データが

管理できます。 

また合計点を計算する際の重み付けを行うことが出

来ます。 

 

“校務支援システム”であらかじめグルぷ貸してい

る場合は、任意グループの抽出などが出来ます。 

 

成績点を入力して、重み付けの変更などを確認した

ら計算ボタンを押してください。 

合計点の欄に合計点が入ります。 

 

 

合計点を対象に、評価作業が出来ます。 

 

“校務支援システム”でインポートが可能な講座別

のデータを出力します。 

 

その他、この成績評価に出力・入力が可能な CSV フ

ァイルの入出力が出来ます。 

ただし、この CSV ファイルは“校務支援システム”

の CSV データとは全く互換性がありませんので、注

意してください。 



 

その他に、転校などでデータ入力が不要になった生

徒には、入力禁止にすると、誤入力が防げます。 

 
各学期及び学年成績を選択する見出しです。 

二学期制の成績評価ソフトは、用意していませんが、

1 学期と２学期を使うことで代用してください。 

 

 

 

2. 試験名の登録・変更 

小テストや課題テストなど任意試験の登録が出来ます。 

 

 

定期考査以外の試験名を登録してください。 

この試験名は、各学期ごとに設定出来出来るので、最大 60 回のデータ管理が出来ます。 

 
  



 

試験名の登録を終了して、元の画面に戻ると、登録した試験が表示されます。 

定期考査と合計して各学期の成績評価が出来ます。 

 

同様にして、 

2 学期、3 学期の試験の登録が出来ますが、 

１学期と同じ名称にしたい場合は、複写ボタンを押してください。 

 

 

 

  



3. 重み付けの設定 

重み付けの変更ボタンを押してください。 

 

重み付けを変更した画面です。 

この例では、評価対象の合計点は 500 満点になります 

 

中間試験を 40％、期末試験を 60％として、それ以外を 0％にすると、 

中間＋期末の合計が 100 点満点になります。 

 
計算ボタンを押すと、上記で設定した重み付けで合計点が計算されます。 

この合計点に基づいて評価作業をしてみます。 

 

  



4. 評価作業 

評価作業のボタンを押すと、このような画面になります。 

 

相対評価と絶対評価の得点分布表が同時に作成できます。 

相対評価の場合は配分比を、 

絶対評価の場合は、評価の境になる点を左図の例のように設定します。 

 

分布表計算のボタンを押すと、このような得点の分布表が得られます。 

相対評価を加味した絶対評価を行いたい場合は、相対評価での境界点を参考にして 

絶対評価の境界点に入れて、再度分布表計算のボタンを押してください。 

 

  



詳細分布表のボタンを押すと、 

得点の分布表が生徒氏名と一緒に表示されます。 

 
 

評価の境界点が決まりましたら左図の何れかを選んで、 

評価の実行ボタンを押すと、評価作業が完了します。 

 
このように学期末の成績評価が出来ます。 

 

配分比や境界点を変更することにより、年度末には 5 段階評定が出来ます。 

 

  



評価調整も出来ます。 

例えば、成績点では 10 の評価であっても提出物がないなど、何かの理由で評価調整が必要

な場合は、この欄に調整数値を入れてください。 

計算ボタンを押すと、反映されます。 

 

学年末に画面を切り替えると、 

1 学期～3 学期までの素点の合計が出ますので、この合計点に基づいて学年末の 5 段階評定

を出してください。 

 
相対評価で 5段階の評定を行う場合は 1～５段階までの配分比に変えて分布表を作成します。 

 

  



5. データの CSV出力・入力 

“成績評価”用の CSV ファイルの入出力です。 

 
 

出力先を保存してく実行してください。 

 
 

保存した CSV ファイルを開くと、このようになります。 

この CSV ファイルは、校務支援システムにはインポートできませんので注意してください。 

 

 

CSV ファイルの入力 

あらかじめCSVファイル出力したファイルにデータ入力したCSVファイルを用意してくだ

さい。 

 

重要な注意 

 この成績評価ソフトは、一年間の教科科目の成績の管理を行いますので、 

 誤って、このソフトに適合しない CSV ファイルを読み込むと、データが破損する場合が

ありますので、十分熟知したうえで、CSV 入力を活用してください。 
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